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を、更に脾臓のCT値で除した値（the mean CT value of pancreas/CT value of spleen ; 
P/S ratio)を膵脂肪化の定量化指標とした。 
統計学的解析にはロジスティック回帰分析を使用し、0.1単位変化量あたりのオッズ比
（odds ratio; OR）、95%信頼区間(confidence interval; CI）を算出した。有意確率(P)
は0.05未満を有意水準とした。 
膵脂肪化の程度と膵内分泌機能低下(OR = 0.61、95%CI = 0.43–0.83, P =  0.0013)に
は単変量解析にて有意な相関関係を認め、性別、年齢、Body Mass Index、内臓脂肪面
積、高血圧、高脂血症、膵石の有無を共変量に加えて行った多変量解析においても有意な
相関関係を認めた(OR = 0.38、95%CI = 0.22–0.61, P < .0001)。  
更に今回の検討対象から糖尿病の既往のない者93名を抽出し、同様に検討を行ったとこ
ろ、単変量解析(OR = 0.70、95%CI = 0.49–0.99, P = 0.04) 、多変量解析(OR = 0.39、
95% CI = 0.21–0.66, P = 0.0002)共に有意な相関関係を認めた。 
 しかし、膵脂肪化と膵外分泌機能低下との間には有意な相関関係は認められなかった
(OR = 0.80、95%CI = 0.59–1.06、P = 0.12)。 
 今回の我々の研究によって、膵脂肪化と膵内分泌機能低下は密接な関係があることが明
らかになった。膵脂肪化の影響によって、膵内分泌機能低下を来した者が糖尿病発症の有
無も含めてどういった自然史を辿るかに関して今後更なる検討が必要と考える。また膵脂
肪化と膵外分泌機能低下との関連性については今回用いたBT-PABA試験は現在の日本にお
いて保険診療で認められた唯一の膵外分泌機能評価方法ではあるが、比較的軽度の膵外分
泌機能低下に対する感度が低いことが知られており、今後他の膵外分泌機能評価方法も用
いた追加検討も必要と考える。  
 
